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The dissemination activiti巴s of natural sci巴nce in the museum have generally carried out the teachｭ

ing method of knowledge. We , called P AC Geo (abbreviation of Project for Advanced and 

Comprehensive Geoscience), try the experimental learning program. The purpose of this program is 
that everybody can learn the earth science everywher巴 and everytime. 1ロ this program, we teach no 
knowledge, but the participants learn the every knowledge by themselves. This experimental learning 

program is successful performing and should prove the usefulness of the self-learning styl巴.

1 .はじめに 講座に参加し、岩石名や鉱物名を聞いて、覚えただ

学校の第 2 、第 4 土曜日の休日導入により、生涯 けで満足するケースである。

教育施設である博物館への社会的ニーズが高まって 自然科学の普及活動の本質は、自然に興味を持ち、

きている。神奈川県立生命の星・地球博物館では、 理解することが重要である。著者らのグループは、

第 2 土曜日に小・中学生向けの普及活動を行うこと 地球科学を中心とした自然を理解するための新しい

によりこのニーズに応えている。 プログラム作成の活動を行っており、既に何度かの

小・中学生向けのみならず、博物館主催の普及活 試験的講座を行っている。本稿では、過去に行った

動には、毎固定員枠を超える多数の申し込みがある。 数回の試験的講座を例に挙げ、新しい手法の地球科

年齢層もさまざまで、自然科学に対する関心が高い 学講座について議論する。このような活動が、科学

ことが伺える。しかし、参加者の中には知識のみを の普及活動のモデルケースになれば幸いである。な

求める場合も少なくない。地球科学を例に取ると、 お、本活動の一部は、文部省科学研究費を使用した。

*神奈川県立生命の星・地球博物館 平成11年 6 月 22 日受理

(Kanagawa Prefectural Museum of Natural History) 
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2.普及活動の現状 者は、質問をして、学芸員から説明を受け、「わかっ

博物館で、行われる自然科学の普及活動には、野外 てj 満足する。この「わかった」というのはその場

観察を中心に行う観察会や一つのテーマで数回にわ 限りのことが多く、多くの知識が時間の経過ととも

たり開催する講座、講演会などがある。この中でも、 に忘れられる。同じ参加者が、別の同様の観察会に

観察会や講座はたいへん人気がある。本論では、特 参加し、同じ質問を繰り返すことも多い。ものの見

に観察会と講座について論じるので、まとめて観察 方や学び方を教わらないために、断片的な知識が記

会と呼ぶことにする。 憶に残りにくくなるのであろう。

従来から行われている観察会は、一定の特徴から 以上のような問題点を克服するためには、自然観

同定、分類の実践を行うものである。例を挙げれば、 察の基本に立ち帰ることである。自然観察の基本と

野外で鉱物を採集し、色、形などの特徴から名前を は、知識を「教わる」のではなく、観察の仕方、自

付け、説明を加えるというものである。 然の見方を「自ら考え学ぶ」ことである。従来から

「教える J 観察会では、それなりの効果を上げてき の「教える J 観察会ではなく、「自ら考え学ぶ」観察

た。参加者は、教わることにより知識を得ることが 会を行うことである。そして参加者が、指導者に頼

できる。興味の度合いや、基礎的な知識がある場合 らずに自ら自然観察を行うことができるようになれ

には、より深い理解と知識を得ることができる。基 ば理想的で、ある。

礎的な知識が無くとも、説明を受けることによって、

興味あることへの知識を得ることができるはずであ 4. 新しい普及活動を目指して

る。参加者の中には、断片的な知識に啓発されて、 神奈川県立生命の星・地球博物館では、 1994年よ

自然に興味をもち、体系的な知識を自発的に学んで り地球科学分野の学芸員の有志により、新しい地球

いくという経験を積む人もいる。そして、「教える」 科学の普及、手法、考えを追求するためグループ

観察会をステップにして、多くのナチュラリストや (PAC Geo=Project for Advanced and Compre-

自然愛好家が生まれてきた。 hensive Geoscience の略)を組織し活動を行ってい

る(図 1 )。最終的な目的は、参加者が、観察の仕方、

3. 普及活動の問題点と目指すべき方向 自然の見方を自ら考え学ぶことにより「どこでも、

「教える」観察会が完壁な方法論というわけではな だれでも、いつでも」地球科学を学べることにある。

く、いくつかの間題点がある。 地球科学に疑問を生じたときに、指導者がいなくて

第一の問題点は、「教える」観察会には必ず講師が も、問題を解決で、きるようになることである。

必要で、あるということである。博物館主催の観察会 活動の第一段階では、小・中学校および高等学校

ならば、専門の学芸員が参加者のためによりわかり の教員、大学生、普及講座参加者を対象にアンケー

やすいコースやフ。ログラムを作成する。そしてこの ト調査を行った(小出ほか. 1995 a ; 1995 b ;平田ほ

観察会に参加すれば、ある程度の知識と理解が得ら か. 1995 ; 1996) 。これは、自然科学に関する意識を

れる。学芸員が手助けをしなければ、一般市民は自 知ることが目的である。このアンケート調査から、

然科学に関する知識を得られないことになる。主催 市民はおおむね自然科学に興味をもっており、市民

側の学芸員は、年間行うことのできる観察会の数は を満足させる学習フ。ログラムの開発、提供が必要で、

多くとも数十回程度である。この中には、様々な分 あることが明らかとなった(小出ほか. 1995 a) 。

野の観察会が合まれている。参加者の興味にあう観 次の活動段階として、この学習プログラムを開発

察会の数は限られてくる。観察会に参加できる人数 するための、試験的講座を開催した。これは、先述

も限られており、参加できない人は知識を得られな の通り、知識を与えることよりも、ものの見方や考

いことになる。また、 1与物館の無い地域では、観察 え方を学ぶための試験的諮座である。当而は、学芸

会への参加は不可能である。 員が用意したフoログラムを、学芸員による進行のも

第二の問題点は、「教わる j ことで果たして自然科 とで'1'rった。従って、「学芸員に頼らず」という条件

学を理解できたかということである。観察会で参加 はクリアされていない。この点については、試験的
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講座が成功し、参加者が観察の仕方、自然

の見方を自ら考え学べるようになれば、次

の段階としてプログラムを改良すればよい

と判断した。

|実践内容と成果 1

.アンケート調査
対象観察会参加者、大学生.

小・中・高校教員

。小出ほか(I 994)
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v 5 .試験的自然科学講座の試行

PAC G巴0 では、地球科学に関連する

4-6 日間の試験的講座を 1996年から 4 回

にわたり行った(表 1 )。テーマおよぴ内容

は各々異なるが、参加者が「教わる J ので

はなく、「学ぶ」ことを共通主題とした。主

催側は、専門用語は使わずに誰にでもわか

るやさしい言葉を使うこと、知識や専門的

なことは教えずに館で用意したテキスト

(PAC Geo, 1996a; 1997d ; 1998a; 1998b) 

を参照してもらうことに専念した。そのた

め、主催者側が行ったことは、資料および

テキストの準備と場所の提供、進行だけで

ある。テキストは、知識や専門用語を載せ

た教科書的なものと、参加者が自ら書き込

んだり、写真をJl占りつけながら「図鑑」を

0神奈川県の環境学習実態調査報告書作成

。小出ほか(I 995" 1 995b) 、平田ほか(I 995)

。平田ほか(I 996)

.第一回試験的講座「大地の生い立ちを探る」

Oテキスト (PAC Geo , 1996a) ・ワークシート作成
。酒匂川地学散歩一石の巻 (PAC Geo, 1996b) 

0酒匂川地学散歩一地形の巻ー (PAC Gco, 1996c) 

.第三回試験的講座「石・大地・地球を見るJ

0テキスト (PAC Geo. 1997d) ・ワークシート作成
。酒匂川地学散歩空の巻 (PAC Geo. 1997a) 

0酒匂川地学散歩大地の巻 (PAC Gco , [997b) 

O酒匂川地学散歩歴史の巻 (PAC Gco, 1997c) 

・第三回試験的講座「河原の石から見た地球j
0テキスト (PAC Gco , 1998a) ・ワークシート作成
。小出ほか(I 998) 、小出(I 998)
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.第四回試験的講座「大地の時の流れ」
0テキスト (PAC Gco , 1998b) ・ワークシート作成

。小出ほか(I 999)

.第五回試験的講座(予定)

PAC Geo による、博物館における地球科学の

普及活動のための活動内容と成果一覧
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試験的講座一覧

講 座 名 実 習 形態 öj，ミ 習 内 ば廿マ

第 1 講 大地の調べ方 室内実習 石を調べるための着目点や注意点を学ぷ。

第一回 百， 2 講 河原の石を調べよう 野外実習 酒匂川の河口の石を白分で分類し、名前を付ける。
「大地の生い立ちを探る」 i酉匂川の石と世界の石
ねらい:河原の石につい 第 3 議

の閃鑑を作ろう
室内実習 河口で取ってきた石で実物原本図鑑を作る。

て、自ら調べ方を考え分類
第 4 講 谷の石を調べよう 野外実宵 酒匂川の i二流で、河原の石を分類する。を行い、石への興味を持た

せる。実物石図鑑を作成す 第 5 講 遠くから兄てみよう 室内実習
上流の石で図鑑を作成し、第 2 誌と第 4 講の結果を統計

る。 処理する。

第 6 講 山に登って考えよう 野外実習* 地図を使い、山項から見た景色を考える。

第二回
第 1 講 大きいもの・小さいもの 室内実習 博物館の展示物からスケーノレについて考える。

「石・大地・地球を見る」 第 2 講 山の止ニから考えよう 野外実習 山の上から見た景色と地図で表されたものを比較する。

ねらい:小さなものや巨
第 3 講 地球を調べる大実験 室内実宵

パソコンや屯子顕微鏡 c普段見ることのできないサイ
大なもの、地球内部のもの ズを件リ惑する。
など日に見えないものを見 地震波による CGや地球内部の石を見せ、地球の内部を
ることを日<1\にした。 首>4説 もう一つの地球 室内実問

考える。

第=回 第 1 議 河原の石を調べる 野外実習 相模川の石を全員で分類し名前を付け、割合を調べる。

「お大付る河地a方らZ石震をいの統考か右制えら川かそる禍原白のらの背見清4景たJのにを地見れあ謁分りる 第 2 講 河原の石から学ぶ 室内実溜 第 1 日l~で採集した石て"凶鑑を作り、統計ー的処理を行う。

第 3 講
富士川で大地の生い立

野外実習 富士川で石の分類を行い、 2 つの)1 1 について考える。
ちを調べる

第 4 議 大地の図鑑を作る 室内実習 *3 講で採取した石で閃鑑を作り、統計的処理も行う。

第四国 百'll講
海岸で大地の生い立ち

野外尖習 海岸にす存ちている物を集めて、分類して名前を付ける。
「大地の時の流れJ を調べよう

ねらい:海に落ちている 第 2 講 実験室で地尉を調べよう 室内実首
i毎で取ってきたもので凶鐙を作る。ペットボト lレの中で

ものと、山の地対で見られ 1也!習を {í主る。

るものから、時!日lの流れを 第 3 議 山でi毎を調べよう 野外実習 i毎で兄たものを山で探し、地肘に残るものを考える。
考える。 第 o拝 大地を作る大実験 室内実現 ケーキ等の断面を地層に兄立てて、断面を観察する。

表|
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作り上げていくワークシート形式のものの 2 種類を

用意した。本稿では、第一回試験的講座の「大地の

生い立ちを探る j と第三回の「河原の石から見た地

球J について紹介する。

5-1.第一回試験的講座一大地の生い立ちを探る

第一回試験的講座は、「大地の生い立ちを探る J と

いうテーマで1996年の 3 月 2 日出、 3 日(日)、 9 日出、

10 日(日)、 16 日(士)、 17 日(日)の計 6 回行った。いずれも、

土曜日に博物館で室内実背を行い、翌日の日曜日に

野外実習を行う方式を取った。材料には、神奈川県

の西部を流れる酒匂川とそこで見られる石を用い

た。酒匂川で見られる石から、酒匂川の背景にある

大地の生い立ちを考えることを目的とした。

第 1 講は、「大地の調べ方」というテーマで行った。

実習内容は、岩石を調べるための装置を見学し、さ

らにその装置を使って実際に詳しく石を観察するこ

とにある。石を調べるための装置や石の観察から、

自ら石を調べるための着目点や注意点を学ぶことが

ねらいである。

研究者が岩石を調べるには、岩石薄片を作成して

偏光顕微鏡で観察したり、岩石を粉末にして蛍光X

線分析装置と呼ばれる装置で化学分析を行う。参加

者は、それぞれの装置の役割を理解し写真に取り、

ワークシートに貼り付けた(図 2 )。また、岩石薄片

の偏光顕微鏡を、 CCD カメラを使って拡大投影じた

ものを見て、石を良く見ることや見るためのポイン

トなどを学んだ。

石の調べ方一薄片の作り方一 N1  

第 2 講は、「河口の石を調べよう J と

いうテーマで'17った。実習内容は、河

口付近にある石を自分で考えて10種類

に分類し名前をつける作業である。こ

の作業により、自ら石を見分けるため

のポイントを考えることがねらいであ

る。

L 岩石カッター

メモ中央のヌウソターにはダイヤモ/ドの粉ウついておう、石 ~;ï'j ，)なが句切る。

この岩石カッターで、こぶし大円石を 3X2cm程皮に切りチァプにする。

2 ，グラインダー

/ 

メ平 岩石カッターで切った石をグラインダーで研磨する。研磨剤は#80~#320

のカーポランダムという粉。番号&'，1、さいほど粗い。

図 2 第一回試験的講座で使用したワークシー卜の一例

参加者は、機器の写真を撮り、ワークシートに貼りつけ、
留意点をメモした。
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観察場所は酒匂川の下流から河口付

近で、行った。下流部では、酒匂川に礁

を供給する山の地形も観祭した。河口

部では石の観察を行った。方法は、礁

がある j毎岸で、ロープを用いて50cmX

50cmの枠を作り、そこから大きい順に

50個の石を取り出し、新聞紙の上に並

べる。参加者は、石の特徴を観察し、

自分の基準で10種類に分類し適当な名

前を付ける。主催者側は、色、粒、穴

など、石を見分けるためのいくつかの

ポイントを示したワークシートを用意

した。参加者各自が自分で判断し、分

類を行うために、分類の仕方はパラパ

ラであった。さらに、 10種類に分類し

た岩石のかけらを I 個づっ持ち

帰った。参加者は、これらの作業経過

は、すべて写真におさめ、ワークシー

トに貼り、図鑑を作成した。一部の参

加者は、岩石名を知りたいと要望した

が、教えないことに徹したために、各



自で調べることになった。 第 6 誹は、「山に登って考えよう」というテーマで

第 3 議は、「酒匂川の石と世界の石の図鑑を作ろ 行う予定であったが、雨の為、室内作業:に変更して、

う」というテーマで、行った。実習内容は、第 2 講の 「地図を見て考えよう」というテーマで、行った。室内

まとめと標本っくりである。まとめと標本っくりか 作業では、地図を使って、山項からどのようなもの

ら、第 2 講で自ら考えた、石を見分けるためのボイ が見えるか考えた。また、博物館の 3 階から実際に

ントを再認識、整理することがねらいである。 見られる景色と地図を比i険した。

第 2 講で採集してきた石を木工用ボンドでワーク 第一回試験的講座は、自分で石の見方を学ぶこと

シートに貼り付け、図鑑を作成した。また、ラベル を第ーの目的とした。従来からの名前を教える観察

作成や石の特徴などのまとめを行った。さらに、博 会とはだいぶ趣が異なるために、参加者は最初のう

物館の石材や展示されている石のかけらを配り、 ちは戸惑いがあったように思えた。実際に石を見た

ワークシートに貼り付け、図鑑を充実させた。博物 第 2 講では、初めてということもあり、ほとんどの

館内で同じ石を探し、ラベルを作りと写真撮影を 参加者がうまく分類ができなかった。

行った。 河口では、上流のほとんどすべての石が見られる

第 4 講は、「谷の石を調べよう J というテーマで ため、河口てで、行つた分類方i法去でで、、上j流斑の石を区分す

f行子つた。実習内容は、第 2 講で、行つた石の分類を上 ることができるはずである。しかし、第 4 講でで、は、ほ

j流斑てで、行うことでで、ある。石を見分けるポイントがつか とんどの参加者者-が、河口で

めていれば、第 2 可詰講~で、行つた石の分類が同じ川なの いることがでで、きなかつた。予想通り、河口で 1 度行つ

でそのまま適用されるはずでで、ある。しかし、実際に ただけの作業では、石を分類するためのポイントを

は、適用されないことが予測される。適用できない おさえることができなかったのである。河口でイTつ

ことから、参加者が石を見分けるポイントをつかめ た分類方法がまったく適用できず、上流で新たに分

ていなかったことを把握させ、石を見分けるための 類を行わなければならない参加者もいた。しかし、

正しいポイントを自ら考えさせることが第 4 講のね 河口でうまく分類を行うことができなかった参加者

らいである。 も、 3 回の作業を行ううちに石を分類するためのポ

観察場所は、酒匂川の上流部の本流と支流の 2 つ イントに気付いてくるようになった。参加者の大半

の川原で、それぞれ 1 回つ。つ行った。作業は、第 2 は、河口と上流での作業を終えて、石を観察する際

講で行ったのとまったく同じである。 に捉えるべきポイントを自ら学ぶことができた。石

第 5 誌は、「遠くから見てみよう」というテーマで の分類のポイントがわかるにつれ、参加者が石に興

行った。実習内容は、第 4 講のまとめと、第 2 講と 昧を持つようになるのが主催者側に感じ取れた。

第 4 講の結果の比較である。さらに、地形のコン ワークシートは好評であった。写真をあまりに多

ビュータグラフイックや衛星画像を使って様々な角 く撮影したために、参加者の負担を強いる事になっ

皮や高さから酒匂川を見て、視点の違いを考えるこ た。しかし、それ以上に参加者は、自分だけの図鑑

とである。第 2 講と第 4 講の結果を比較・まとめる を作れたことに感動していた。

ことにより、石を見分けるポイントを整理させるこ 第一回試験的講座に参加した何人かは、その後常

とがねらいである。 連となり、今でも講座に参加している。

参加者は、地形のコンビュータグラフィックや街

星画像を見ると同H寺に、|百l像処理をする装置のしく 5-2. 第三回試験的講座ー河原の石から見た地球ー

みを学んだ。その様子を、写真撮影し、図鑑に貼り 第三回試験的講座は、「河原の石から見た地球J と

付けた。第 4 誌で採集してきた石は第 3 講と同様に いうテーマで1998年の 2 月 7 日出、 8 日(日)、 14 日出、

ワークシートに貼り付け、図鑑を作成した。さらに、 15 日(日)の計 4 厄!行った。土曜日に野外実習を行い、

第 2 識と第 4 講で、行った、 50個の石の統計結果をま 翌日の日曜日に博物館にて室内実宵を行う方式を

とめた。ただし、統計テータについての議論までは 取った。材料には、神奈川県の中央部を流れる相模

時間が足りず行えなかった。 川と静岡県の富士川で見られる石を用いた。相模川
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と富士川で見られる石から、背景にある大地の共通 を考えた。また、地質図を用いて、河原の石がどこ

点と相違点を考えることを目的とした。 からやってきたのか、それらの石がどのようにでき

第 1 講は、「河原の石を調べる J というテーマで たのか考察した。石の統計的なデータと地質図から

行った。実習内容は、相模川中流の河原の石を、参 相模JIIが流れる大地を構成する石の理解を深めた。

加者全員で相談ながら 10種類に分類し、いくつかの 第 3 講は、「富士川で大地の生い立ちを探る」とい

グループに分かれて統計処理を行うことである。白 うテーマて、行った。実習内容は、第 1 講の相模川で

ら考えながら石の特徴を分類し、石を見分けるポイ 行ったのと同様の方法で富士川の石を 10に分類し、

ントを理解することと、統計処理により河原にある 統計処理を行うことである。ねらいは、相模川で使

石の特徴を考え、さらにその背景にある大地を想像 った分類方法が再度富士川で通用するかどうかと、

させることをねらいとした。 相模川と富士川の石の相違について自ら考えること

観察は相模川の中流付近にあたる厚木で・行った。 である。

この地点では、相模川上流に存在する多くの種類の 観察は， ]R 東海道線富士川駅に近い富士川の下流

石を見ることができる。今回は、河原の石を 10種類 の河原で、行った。方法は、第 I 講と同じで、参加者

に分類する際に、個々で行うのではなく、全員の意 全員で河原に落ちている石を 10種類づっ集め、全員

見で、行った。主催者側の学芸員は、進行のみを行つ で相談し10種類に分類する。数人から構成されるグ

た。参加者全員が河原に落ちている石を個々の判断 ループを 4 班っくり、 100個の石を 10種類に分類す

で10種類集め、すべてをビニールシート上に広げた。 る。ただし、 100個の石の調査は、 50cm>< 50cm枠だけ

10個×参加者の人数分の石を、全員で特徴を示し議 を使用した。分類方法は、相模川と全く同じにはな

論し、 10種類に分類した。そして、 10種類に分類し らなかった。しかし、 2 度目の作業ということもあ

たものに適当な名前を付けた。参加者全員の意見で、 り、参加者が分類の要領を理解して、能率良く作業

相撲川のすべての石をある特徴に基づき 10に分類し を行えた。分類した石については、第 1 講と同様に、

たのである。 10種類に分類した特徴をワークシート 統計処理を行うために石の個数を数えた。この段階

に書き入れた。次に石の統計のとり方を参加者全員 で、相模川と富士川の石の相違については、各自が

で考えた。その結呆、数人から構成される 4 つのグ 考え、メモを取るだけに留め、まとめと議論は後日

ループで、 50cmX50cm枠、 5mの直線上、 5mの十 行うことにした。

字線上のいずれかの方法で、大きい順に石を 100個取 第 4 講は、「大地の図鑑を作る J というテーマで、行

り出すことにした。取り出された100個の石につい った。実習内容は、第 3 講のまとめと、第 1 講と第

て、先程分類した特徴に基づき 10種類に区分した。 3 講の結果について統計処理を行うことである。相

その後、それぞれの石の個数を数えた。時間的制約 模川と富士川の石の種類や量の変化から、各々の背

から、統計データの議論などは行えなかった。 景にある大地について考えることをねらいとした。

第 2 講は、「河原の石から学ぶ」というテー?で 作業は、第 2 講と同様に、採集した石をワークシ一

行った。実習内容は、第 1 講のまとめと石の統計処 トに貼り付け実物図鑑を作成した。 100個の石につい

理である。前日行えなかった、統計処理により河原 てグラフを作成し、その後、富士川の上流にある地

にある石の特徴を考え、さらにその背景にある大地 質について考えた。さらに、相模川と富士川の石を

を想像させることをねらいとした。 比較し、見かけの遠いを統計的・定量的に示した。

第 1 講で採集した石をワークシートに貼り付け実 この処理から、相模川と富士川では、上流に同じよ

物図鑑を作成し、さらにラベル作成、石のスケッチ うな石があることや、全く異なる石が存在すること

を行った。石のスケッチを行うことにより、より詳 などを実感させた。

しく石を見ることや、石を観察する際の留意点など 第三回試験的講座は、第一回試験的講座とテーマ

を再認識した。 100個の石のデータからグラフを作成 が似ていた。参加者は、第一回試験的講座と異なり、

した。 4 つのグループが作成したグラフを比較・検 グループで協議できたことや、最初の分類から時間

討し、石の量的特徴や、どんな石が残りやすいのか があかなかったこと(第一回試験的講座では 2 週間
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あいた)から比較的うまく分類することができた。

また、統計的な礁の調査方法についても考察するこ

とができた。少数のクゃルーフ。で・石の分類を行ったも

のの、参加者個人も石の分類の特徴を理解し、スム

ーズに作業が行えた。しかし、参加者が、石を分類

することや見方を学ぶことに対する充実度や達成感

は第一回試験的講座のほうが得られたように見え

た。一人一人が自分で考えながら作業したほうが、

効率は良くないが、より深く学ぶことができるので

あろう。

6. 試験的講座の評価

「教えない」という試験的講座は、参加者にとって

も初めてだったと思われる。「教えない」方針から、

参加者の中には、用意されたテキストとワークシー

トに沿ってのみ作業を行い、結果的にワークシート

を完成させることによって満足感を得たようにも思

えた。「教えない」というやり方に不満を感じた参加

者が、途中で参加しなくなることも予測されたロし

かし、 4 回のすべての試験的講座を通して、最後ま

でほぼ全員が参加した。このことは、参加者は、「教

えないJ という方針の講座でも満足で、きたと解釈で

きる。

第一回試験的講座終了の後、一部の参加者が、酒

匂川の別の地点に行き、講座で、行った分類方法に基

づき、石の分類を行ったとの話を聞いた。その参加

者は、「石の面白さがわかり始めた。ただ、やはり難

しいj とのことであった。また、別の川での河原の

石を調べた参加者もいた。このような参加者は、試

験的講座の当初の目的であった、「教えない」という

方針のもとに、自ら学ぶ力を得たと考えられる。一

部ではあるが、石を題材として、地球科学の観察の

仕方、自然の見方を自ら考え学ぶフ。ログラム作りが

成功したのである。

A レベル:学芸員は何も用意せず、分類に必要そう

な特徴を自分で考え分類を行う。

B レベル:今回の講座のように、学芸員が分類に必

要な特徴だけ用意し、その特徴の違いを

考えて参加者が分類を行う。

C レベル:分類に必要な特徴の中で、色や形などの

遠いを具体的に表現し、あとは石をあて

はめて分類する。逆に言えば、既に行わ

れた分類の中に、あてはめるだけである。

C レベルの場合は、どちらかというと、従来型の

「教える j 観察会にあたる。この場合は、自分で分類

に必要な特徴を考えないので、観察の仕方、自然の

見方を自ら考え学ぶ力が身についたとは言えないだ‘

ろう。このやり方の賛否は別として、我々が目指す、

「どこでも、だれでも、いつでも」地球科学を学べる

フ。ログラムイ宇りとは異なる。

「どこでも、だれでも、いつで、も J 地球科学を学べ

るという点では、 A レベルが理想である。今回の試

験的講座は、すべて B レベルで行った。最初から、

自分でA レベルができるならば、試験的講座は必要

ないだろう。時間に余裕があるならば、 B レベルで

スタートし、参加者が十分対応できるようであれば、

すべて自力で行う A レベルに移行するのが良いのか

もしれない。

石などの普段じっくり見ないものの場合は、分類

に必要な特徴を考えるのが難しいが、普段見慣れた

動物・植物などを分類するならば、最初からA レベ

ルでも良いのかもしれない。つまり、材料によって

もレベルを変える必要がある。

第 2 の問題点は、現在のフ。ログラムでは、完成し

でも、その試行は博物館が行わなければならないこ

とである。「普及活動の問題点J で述べたとおり、博

物館では、時間的、人的制約から、自然科学講座の

開催数が制限され、その結果、講座を受けることの

できる人数が限られる。理想的には、博物館はフ。ロ

7 .試験的講座の次の課題 グラムを開発し、そのプログラムを使って、学芸員

4 回の試験的講座を行って、いくつかの間題点が 無しで自然科学を学べるようになることが当初の目

感じられた。 標である。この問題を解決するために、一部のフ。ロ

第 1 の問題点は、参加者が自ら学ぶ力を得るため グラムをデジタル化し CD-ROM を作成し、試験的

に、学芸員側がどの程度のレベルのワークシートを に配布する計画を立てている。また、インターネッ

用意するかということである。石を分類するにあた ト上でのホームページによる公開を予定している。

り、学芸員が用意するワークシートのレベルとして、
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